
第９回までの自治推進委員会委員意見 

 

○地域の防災対策について 

 

〔住民の参加意識について〕 

・地域の皆さんの関心が高かった。参加の意識が高まっていた。 

・参加人数が多く、女性が多く入っていてよかった。人口構成を考慮した、参

加者の構成が重要だ。 

・たくさんの分野の方が参加されると、それだけ地域の問題も見えてくるので

はないかと実感した。 

・新しい住民をどのように巻き込むかが課題。 

・行政からの提案、呼びかけに対して、役割として参加するのではなく、目的

を共有し、危機感を持って主体的に参加しているところが良かった。大江で参

画・協働で取り組むことに、ハザードマップ作成ということが合っていたのだ

と感じた。地域力をつけるために良いテーマであった。 

・行政主導の活動に終わらないように、自分の課題を整理してから参加する必

要がある。自己検証、自分のこととして考えさせる仕組みが必要。 

 

〔行政の対応について〕 

・説明資料が事前勉強会で住民の方の意見交換をしながら作った資料ならばよ

かった。 

・行政で持っている防災マップや資料等を見せたり、地勢など分かっている専

門家を入れることもあってもよいのではないか。 

・住民参加の効果として、住民自らが学んで経験を得るところにあるのかと感

じた。 

・地域の方と語り合える職員が出ている。このような活動を他の分野でも起こ

して欲しい。 

 

〔取り組みの広がりについて〕 

・このような小さい単位の取り組みが校区全体に広がるようにするべきだと感

じた。その後のフォローが必要。 

･行政と市民が、課題に対してどちらが解決すべきか考え、みんなでまちを守っ

ていくということや、我が家に持ち帰り、家族で危険箇所について語り合うこ

とも必要。自分がどう動くか考えることができる取り組みにしていくと良いの

ではないか。 
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・中央区の職員や危機管理防災総室の方もサポートされ、このように協働して

取り組めたことは、次の取り組みにつながるよい機会だと感じた。 

 

〔防災について〕 

・高齢者、障がい者など福祉を要する方の情報をつかむことが難しく、個人情

報保護に関しても考える必要がある。 

・地震なども想定した取り組み、災害弱者への配慮など、広い視点で考える必

要がある。 

・行政はもっと他の地域に啓発する必要がある。 

 

 

○地域の健康づくりについて（健康まちづくり） 

 

〔住民の参加意識について〕 

・住民が自分の問題として情報をキャッチできている。 

 

〔コミュニティについて〕 

・松尾北校区は、一世帯にひとつの役割があって、理想的に感じた。このよう

な成功している地域の事例を報告すると、もっと人付き合いの必要性が高まる

のではないか。 

・松尾北校区のような皆が参加できる会議が理想的だと感じた。 

・松尾北校区には、コミュニティが持続するメカニズムがあるのではないか。 

・役員だけの活動に留まらず、地域の健康を住民が自覚できる機会になってい

た。 

 

〔健康まちづくりについて〕 

・ひとつの分野から一体的に政策を考えるという要素が健康まちづくりには見

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○地域のまちづくり全体に言えること 

 

〔地域のまちづくりについて〕 

・上からの指揮系統でまちづくりをしていくには、普段からの隣近所のつきあ

いが重要。 

・ムラ組織が生きているところでは、指揮系統でのまちづくりがうまくいくか

もしれないが、そうでない地域もあったりと熊本市内も様々なのだと感じる。 

・これからは、地域のつながりだけではなく、別のつながりでこのようなこと

も考えていく必要があるのではないか。 

 

〔情報共有・広報活動について〕 

・フェイスブックの活用は、各区特徴的だが、もっと事業のバックグラウンド

を示すなど強化する必要がある。 

・フェイスブックのトップ賞を設けてはどうか。 

・広く浅い情報伝達になっている。情報提供のマーケティングが必要。 

・地域団体にだけお知らせするのではなく、他の団体へも積極的にお知らせす

ることで、情報を広げていく必要がある。 

・情報発信で、全国から課題解決する人を集める仕組みもある。 

 

 

○参画・協働の推進、マネジメントに関すること 

・市民の知恵と行政を結びつけるプラットフォームの役割が市民協働課に必要。 

 


